
図書館は現在改修工事中です。 

若林区中央市民センター別棟２階創作室

において、臨時窓口を開設しています。 

予約資料はこちらで受け取ることができま

す。 (令和６年 7月２日～１２月末まで) 

 

  

 

 

 

  

  

  

  

Y o u n g  A d u l t （若いおとな ）の略 。 

主に 13 歳から 18 歳の方を指す言葉です。

若林図書館には Y A コーナーがあり 、 

中高生世代に向けた本を集めています。 

Young 

Woods 

若林図書館 YA通信 №15     冬号(202４.12) 

 

おすすめ新着本 
 

『１４歳のためのシェイクスピア』 

木村 龍之介／著  

大和書房 932キ 

『１３歳からの 

「傾聴力」向上バイブル』 

岩松 正史／監修  

メイツユニバーサルコンテンツ 360 

『栄養士・管理栄養士って 

こんな仕事しています』 

油井 陽／【ほか】著  

女子栄養大学出版部 498.1エ 

YA とは 

おしらせ 

『藪の中 ―乙女の本棚―』 

芥川 龍之介／著  おく／絵 

立東舎 アク 

 

『１３歳からのディベートスキル』 

名和田 竜／著  

メイツユニバーサルコンテンツ 800 

仙台市若林図書館 仙台市若林区南小泉 1-1-1 

Tel 022-282-1175 

https://lib-www. 

smt.city.seｎdai.jp 

Twitter: 

＠sendai_lib 

https://lib-www.smt.city.sendai.jp/


テーマ 

「そんなことも知らないの？」「うざ」

「やっぱ、なんでもない」…。 

日常でついつい使っていませんか？

相手を「もやっ」とさせてしまう言葉

の数々。良い人間関係を築くには、

言葉は大切。正しく伝えれば、無駄

な争いもなくなるかも？ 

 

誰もが犯罪やいじめの、加害者にも

被害者にもなる可能性を秘めていま

す。そんな危うい現代の生き方を、元・

少年院の先生である著者が解説して

います。自分や周りの人を守るため、

ぜひ読んでみてください。 

冬の夜、外で迷子になっていた少女を交番

へ連れて行った中学生の３人は、感謝状を

贈られた。しかし時が経つにつれ、あの時の

少女の様子に疑問をもつ。本当に迷子だっ

たのか。家に帰したのは正しかったのか。３

人は再び、少女を探そうと決意する。 

正義と悪 
時代や国、人によって大きく変わってし

まう『正しさ』。いけないと分かっていて

も、ついやってしまう『悪さ』。 

自分の気持ちや周りの行動に、疑問を

もったら本を読みましょう。考えて、自分

なりの答えを見つけていきたいですね。 

もし、罪を犯してしまったら、１９歳以

下の方には「少年法」という特別な法

律が適用されます。どんな手続きが

あり、どんな内容で行われるのか。 

意外と知らないその仕組みを、ショー

トストーリーを交えて分かりやすく紹

介します。 

「正義とは、悪い敵を倒して終わ

り。」とは限りません。答えが複数あ

ったり、正解がなかったりする問題

が、私たちの周りにはたくさんあり

ます。誰もが感じたことのあるジレ

ンマを例に、一緒に「正しさ」につ

いて考えてみましょう。 

 

 

『１０代のうちに知っておきたい 

言葉と心の切りかえ術』  

大野 萌子／著 笠間書院 360 
 

『もしキミが、人を傷つけたなら、 

傷つけられたなら』 

犯罪学教室のかなえ先生／著  

フォレスト出版 326ハ  

『真実の口』 

いとう みく／著 講談社 イト 
 

『少年のための少年法入門』 

山下 敏雅・牧田 史・西野 優花／監修 

旬報社 320 
 

『生きるための「正義」を考える本』 

押谷 由夫／監修 学研プラス 150 
 


